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全
国
に
三
千
人
の
社
員
を
持
つ
ア
ス

ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
は
企
業
市
民
と
し
て
地

域
社
会
に
恩
返
し
を
し
た
い
、
製
薬
企
業

と
し
て
「
人
」
と
「
環
境
」
に
貢
献
す
る

活
動
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
平
日

の
一
日
をC

-d
a

y

の
日
と
定
め
、
多
様
な

価
値
を
持
つ
棚
田
な
ど
を
守
る
「
高
齢
化

す
る
村
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
地
域
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。 

 

十
月
九
日
、
四
谷
の
千
枚
田
も
社
員
百

十
七
名
が
支
援
活
動
に
訪
れ
た
。 

 

受
入
れ
方
と
し
て
千
枚
田
の
環
境
、
景

観
整
備
作
業
工
程
、
班
分
け
、
交
流
会
の

シ
シ
汁
用
の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
な
ど
綿
密

に
計
画
、
準
備
万
端
。
そ
こ
へ
台
風
一
八

号
の
襲
来
と
い
う
大
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
勃

発
。
湧
き
水
、
天
日
干
し
の
稲
ハ
ザ
の
ほ

と
ん
ど
が
倒
壊
、
燦
々
た
る
状
況
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
ど
こ
ろ
で
な
く
な

っ
た
。 

 

停
電
と
携
帯
通
話
不
通
！
文
明
不
在

の
最
悪
の
状
況
の
な
か
、
キ
リ
キ
リ
す
る

胃
の
痛
を
噛
み
し
めA

Z

社
井
田
キ
ャ
プ

テ
ン
に
実
状
を
報
告
、
「
環
境
整
備
活
動

を
倒
壊
し
た
稲
ハ
ザ
や
市
道
・
生
活
道
路

の
災
害
復
旧
の
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
打
診
。
井
田
キ
ャ
プ
テ
ン
の
「
私
達
も

皆
さ
ん
の
お
役
に
達
ち
た
い
、
是
非
協
力

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
温
い
ご
返
事
を
い

た
だ
い
た
。 

                

倒
壊
し
た
我
が
家
の
ハ
ザ
起
こ
し
で

イ
ラ
イ
ラ
が
つ
の
る
被
災
農
家
各
戸
に

明
日
の
復
旧
支
援
活
動
を
伝
達
。 

 

当
日
、
ま
た
ま
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
。
役
員

八
時
半
、
会
員
九
時
半
集
合
、
行
程
説
明

や
テ
ン
ト
張
り
な
ど
の
準
備
作
業
も
完

了
。
東
名
高
速
道
路
の
集
中
工
事
を
避
け
、

一
般
道
を
走
る
バ
ス
の
大
幅
な
遅
れ
の

連
絡
。
パ
ニ
ッ
ク
の
な
か
、
到
着
が
昼
近

く
に
な
り
、
午
前
中
の
行
事(

作
業)

は
す

べ
て
中
止
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
シ
シ
汁
の

美
味
し
い
臭
い
の
す
る
な
か
企
業
が
地

域
に
貢
献
す
る
姿
勢
に
大
き
な
関
心
を

示
す
穂
積
新
城
市
長
の
歓
迎
祝
辞
に
始

ま
り
松
下
事
務
局
の
軽
快
な
司
会
で
交

流
会
を
開
催
。
転
勤
や
新
規
採
用
の
社
員

の
自
己
紹
介
や
千
枚
田
の
概
要
、
自
然
、

環
境
な
ど
の
説
明
も
行
っ
た
。 

大
は
そ
り
二
釜
の
シ
シ
汁(

十
五
㎏
の

猪
肉)

の
煮
え
た
と
こ
ろ
で
昼
飯
タ
イ
ム
。

司
会
の
「
お
昼
だ
ぞ
ん
」
の
号
令
と
同
時

に
シ
シ
汁
に
め
が
け
て
百
余
名
の
行
列

が
ア
ッ
と
い
う
間
に
で
き
た
の
は
壮
観

で
あ
っ
た
。
こ
の
敏
捷
さ
が
あ
れ
ば
午
後

の
災
害
復
旧
作
業
も
完
璧
と
遠
く
か
ら

密
か
に
感
じ
た
。 

作
業
は
三
班
に
編
制
。一
班(

今
泉
雅
男

班
長)

は
千
枚
田
入
り
口
か
ら
ボ
ッ
ト
リ

ま
で
、
二
班(

村
雲
伸
一
班
長)

は
天
王
橋

ま
で
、
三
班(

今
泉
良
治
班
長)

は
県
道
上

か
ら
ふ
れ
あ
い
広
場
ま
で
の
倒
壊
し
た

稲
ハ
ザ
の
復
旧
作
業
、特
別
班(

林
義
明
お

助
け
隊
リ
ー
ダ)

は
市
道
や
生
活
道
路
な

ど
に
倒
壊
し
た
樹
木
の
除
伐
、
清
掃
作
業 

等
々
を
各
班
各
自
、
誇
り
を
持
っ
た
目
で

作
業
に
勤
し
ま
れ
た
。 

四
時
、
す
べ
て
の
復
旧
作
業
が
完
了
、

全
員
が
千
枚
田
入
り
口
に
集
結
。
お
互
い

の
労
う
挨
拶
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。 

受
入
れ
方
：
皆
さ
ん
の
真
心
の
こ
も
っ

た
働
き
に
感
謝
を
越
え
た
感
動
を
い
た

だ
い
た
。 

偉
い
様
も
、
へ
ぼ
い
様
も
仲
隔
た
り
が

見
え
ず
、
素
晴
ら
し
い
会
社
と
痛
感
。
私

た
ち
の
台
風
災
害
復
旧
作
業
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
本
当
に
、
本
当
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

支
援
側
：
私
た
ち
も
被
害
の
深
刻
さ
に

驚
い
た
。
お
手
伝
い
で
き
る
か
心
配
し
た

が
、
お
役
立
て
で
き
た
と
聞
き
、
と
て
も

嬉
し
い
。 

                

こ
の
、
活
動
も
四
年
目
で
顔
な
じ
み
が

多
く
、
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
の
う
ち
小
山

広
一
理
事
の
〆
で
す
べ
て
の
行
事
が
終

了
。
ま
た
、
来
年
の
再
会
を
願
っ
て
感
謝

の
念
で
お
見
送
り
を
し
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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東
三
河
・
遠
州
・
南
信
州
地
域
の
連
携

を
深
め
る
た
め
、
地
域
住
民
、
大
学
・
研

究
期
間
、
経
済
界
お
よ
び
行
政
が
一
堂
に

会
し
「
日
本
の
県
境
連
携
モ
デ
ル
の
構
築

～
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
向
け
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
体
会

分
科
会
お
よ
び
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

分
科
会
で
は
意
見
交
換
を
行
い
、
三
遠

南
信
地
域
の
連
携
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
ま
す
。
ま
た
、
同
地
域
の
連
携
に
関
す

る
住
民
団
体
の
活
動
報
告
な
ど
を
行
う

住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。 

住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン 

三
遠
南
信
地
域
の

連
携
に
関
す
る
住
民
団
体
の
活
動
報
告

な
ど 

午
前
十
時
～
正
午 

サ
ミ
ッ
ト

全
体
会 

基
調
講
演
「
変
動
と
変
化
へ
の

地
域
的
対
応
」
中
央
大
学
大
学
院
山
崎
朗

教
授 

午
後
一
時
～
三
時 

 ｢

道｣

分
科
会 

テ
ー
マ
「
地
域
基
盤
形

成
に
よ
る
人
・
も
の
・
情
報
の
流
動
促
進
」 

「
技
」
分
科
会 

テ
ー
マ
「
県
境
域
の
持

続
的
発
展
に
向
け
た
産
学
官
連
携
・
農
商

工
連
携
へ
の
期
待
」「
風
土
」
分
科
会 

テ

ー
マ
「
塩
の
道
に
培
わ
れ
た
歴
史
・
文
化

資
源
を
生
か
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」 

「
山
・
住
」
分
科
会 

テ
ー
マ
「
広
域
連

携
に
よ
る
生
活
環
境
の
向
上
と
流
域
定

住
の
促
進
」
午
後
三
時
三
十
分
～
五
時
三

十
分 

報
告
会 

各
分
科
会
の
報
告
と

サ
ミ
ッ
ト
宣
言 

と
き 

十
一
月
一
三
日(

金) 
 

と
こ
ろ 
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感
謝
祭 

 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
は
四
谷
の

千
枚
田
で
食
の
原
点
で
あ
る
「
稲
作
体
験

学
習
」
を
実
践
し
て
い
る
。 

九
月
三
十
日
、
本
年
の
学
習
の
最
終
で
あ

る
脱
穀
も
雨
の
た
め
中
止
。
身
平
橋
集
会

場
で
稲
穂
の
粒
数
や
ご
飯
茶
碗
一
杯
の

お
米
の
数
な
ど
の
計
測
を
行
っ
た
。 

                 

                   

雨
の
た
め
中
止
に
な
っ
た
時
間
を
中

山
間
地
域
最
大
の
課
題
で
あ
る
獣
害
対

策
「
捕
獲
檻
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
退
治
」
の

実
体
を
衝
撃
的
な
映
像
を
交
え
学
ん
だ
。 

 

感
謝
祭
は
地
元
の
人
た
ち
も
招
き
校

長
先
生
の
指
導
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ウ
に
挑

戦
。
イ
ノ
シ
シ
の
焼
肉
も
楽
し
ん
だ
。 

連
谷
小
学
校
の
稲
刈
り 

 
十
一
人
の
子
ど
も
達
は
田
お
越
し
か

ら
収
穫
祭
ま
で
の
稲
作
体
験
学
習
を
行

っ
て
い
る
。 

十
月
一
日
、
小
雨
交
じ
り
の
天
候
で
あ

っ
た
が
田
ん
ぼ
一
杯
に
実
っ
た
稲
の
刈

り
取
り
作
業
を
行
っ
た
。 

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー 

 

四
谷
の
千
枚
田
を
核
に
「
む
ら
づ
く

り
」
に
励
む
連
谷
地
区
の
活
躍
は
大
き
く
、

世
間
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動

の
一
助
と
し
て
愛
知
県
新
城
設
楽
農
水

事
務
所
建
設
課
の
お
骨
折
り
で
「
県
ふ
る

さ
と
指
導
員
活
動
支
援
物
資
」
と
し
て
ウ

イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
が
支
給
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
こ
の
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー

を
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と
し
て
様
々
な
活
動
に

活
用
し
て
頂
き
た
い
。 

配
布
先
：
保
存
会
、
連
谷
お
助
隊
、
田
吾

作
、
棚
田
っ
娘
等
々 

       

稲
藁
の
出
荷 

 

二
酸
化
炭
素
削
減
に
貢
献
す
る
横
浜

ゴ
ム
新
城
工
場
は
今
年
も
環
境
に
や
さ

し
く
育
て
ら
れ
た
千
枚
田
の
稲
藁
を
高

価
格
で
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

百
姓
た
ち
は
思
わ
ぬ
副
収
入
に
「
旨
い

お
か
ず
が
買
え
る
」
と
大
喜
び
。
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 
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平
成
二
十
一
年
十
月
十
五
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　最近に於けるイノシシの捕獲数(連谷地内) 平成21年5月～

月  日 個別 匹 場所 地区 月  日 個別 匹 場所 地区
5月10日 親 1 田の口 四谷 8月16日 親 1 与良木 連合
5月30日 親 1 細尾 四谷 8月19日 仔 2 大代 四谷
6月5日 仔 4 椎島 四谷 8月20日 仔 4 方瀬 連合
6月7日 親 1 細尾 四谷 8月23日 仔 4 松下 連合
6月17日 親 1 大向 四谷 8月27日 仔 4 松下 連合
6月23日 親 1 中道 四谷 8月31日 仔 1 池田 四谷
7月12日 親 1 方瀬 連合 9月1日 仔 1 細尾 四谷
7月20日 親 1 方瀬 連合 9月1日 親 1 松下 連合
7月20日 親 1 身平橋 四谷 9月22日 親 1 椎島 四谷
7月20日 親 1 大向 四谷 9月22日 仔 1 大向 四谷

親 1 9月24日 親 1 中道 四谷
仔 2

8月8日 仔 3 椎島 四谷
8月8日 仔 2 大代 四谷 23 19

四谷 連合
連合8月3日 方瀬

計 42


